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研究成果の概要（和文）：病院の情報化により病院看護師は、患者情報の記載や参照を電子カルテ上で行うよう
になった。その結果、病院看護師のVDT作業時間が増加した。
コンピュータ・携帯情報端末・紙媒体で視読実験した結果、文字サイズは、大きすぎず小さすぎないことや情報
量は多すぎないことがわかった。また太字やアンダーライン等のプロンプト付加が、記憶促進に有効だった。し
かし、マウス等を使ってプロンプトを付加する行為が、心理面への負担につながることも示唆された。労働衛生
管理の観点からVDT作業を効率を上げるタイピングスキル技術の習熟実験の結果,短時間のトレーニングと短時間
の休憩を繰り返すトレーニングが有効だった。

研究成果の概要（英文）：The hospital nurse came to perform a mention and reference of the patient 
information on an electronic chart by the computerization of the hospital.As a result, the VDT 
working hours of the hospital nurse increased.As a result of seeing it in a computer, a personal 
digital assistant, a paper medium, and having experimented on a reading, as for the size, the thing 
and the information that were not too small without being too big knew the thing that there was not 
too much.In addition, prompt addition was effective for memory promotion a bold-face or an 
underline.However, it was suggested that an act to add a prompt to using mice led to the burden to a
 psychology side.Training to repeat short training and a short break as a result of skill experiment
 of the typing skill technique to give efficiency by VDT work from the viewpoint of labor hygiene 
management was effective.

研究分野： 看護情報学
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１．研究開始当初の背景 
情報化社会の進展によってVDTに関する学

術研究の歴史はここ 30 年ほどでかなり進ん
できたが、一般的な事務職を対象とした研究
がほとんどである。保健医療分野の情報化を
進めるために 2001 年に「保健医療分野の情
報化にむけてのグランドデザイン」を厚生労
働省が示し行政施策として病院の情報化、病
院への情報機器の導入を先行した結果、全国
の病院に急速に電子カルテが導入された。 
急速な、病院の電子化に伴い病院看護師の

電子カルテ上の患者情報の参照や看護実施
記録の入力といったVDT作業に要する時間は、
増加した。特に病院看護師の看護業務は、多
岐に渡り、ナースステーションの椅子に座っ
た姿勢で机上のコンピュータを使った情報
の参照や実施記録の入力だけでなくナース
ステーション内側外側に関係なく立位の姿
勢でワゴン上のノート型のコンピュータを
置き情報の参照や実施記録の入力という VDT
作業を頻繁に実施していた。 
その上、現在の電子カルテ画面設計は、必

ずしも多様な業務形態の病院看護師の見や
すさを考慮したものとはいえなかった。病院
の情報化の過渡期であり、電子カルテの機能
が進化している時期だった。その為、電子カ
ルテと連動した携帯型の情報機器としてタ
ブレット端末は、まだあまり開発されていな
かった。ゆえに、タブレット型情報機器端末
における VDT 視読画面構成の研究は、ほとん
ど行われていなかった。 
今後も続く一層の病院の電子化に伴い病

院看護師の VDT 作業が、ますます増加すると
考えられた。しかも、看護職の労働衛生管理
が、日本看護協会の平成 22 年度の重点事業
のトップであり時代のニーズも高かった。 
２．研究の目的 
病院看護師のVDT作業をユニバーサルデザ

イン、労働衛生管理の立場から検討し、病院
看護師の多様なVDT作業の労働衛生管理の為
の見やすいユニバーサルデザインの画面構
成について基礎的資料を得る。 
また、VDT 画面のプロンプト付加の効果に

ついて基礎的資料を得る。 
３．研究の方法 
 若齢から高齢までの看護師や多様な年齢
の学習者にとって見やすいディスプレイ画
面表示に関する数々の研究を行った。 
これまでの研究成果は、多様な年齢の学習

者にとって見やすい文字ポイント数(14 から
16 ポイント)、VDT 画面における文字視読の
法則性(Z 型視読)、文字入力の法則性(ローマ
字入力が主流)画面上の文字検索の法則性
(上と下が見やすい)、画面内の視読順序(横、
次いで縦)、画面上のアイコンサーチの法則
性(3 つの方法)画面上のアイコンサーチ速度
(縦も横も変わらない)などである。 
これらの研究成果を参考に実験研究を人

間工学、看護情報学、労働衛生管理の観点か
ら実施し検討した。 

大きく 4つの VDT 作業実験を行った。 
①病院看護師の看護業務で使用するデータ
としてバイタルサインデータをコンピュー
タ画面に提示し記憶実験を高齢看護師に行
った。 
②VDT 画面のデータ表示のあり方に関する基
礎的研究として、ひらがな文字データ視読能
力に関する VDT 視読実験を若齢看護師、中齢
看護師高齢看護師を被験者として行った。 
③VDT 作業年齢別に画面構成の検討に必要な
VDT 画面へのプロンプト付加による影響につ
いて、紙媒体、コンピュータ画面、iPad 等を
設定し画面構成について条件を変えながら
実験した。 
④労働衛生管理と学習効率の観点からタイ
ピング練習と休憩のインターバルについて
も追加実験を行った。 
４．研究成果 
①バイタルサインデータをコンピュータ画
面に提示し記憶実験を高齢看護師に行った
結果、提示する情報量は、3 チャンクまでの
場合短期記憶保持に効果があることが明ら
かになった。以前同様の視読実験を中齢看護
師、若齢看護師を対象として行った結果と比
較した。その結果、同様の実験結果と比べ高
齢看護師の作業処理速度が有意に遅かった。 
また、高齢看護師は、短期記憶保持を伴う VDT
作業において中齢看護師より精神疲労を感
じることが明らかになった。 
②ワードプロセッサー画面と表計算画面に 5
つの文字サイズのひらがな文字データ 20 個
の読み上げ実験を行った結果、文字サイズ 10
ポイント（視角約 15 分）のデータは、小さ
すぎて読みにくい。特に中齢看護師・高齢看
護師は、10 ポイントの視読速度は個人差が大
きかった。 
中齢看護師・高齢看護師は、文字サイズ 20

ポイント～25 ポイント（視角 28 分～36 分）
程度の大きさのひらがな文字でVDT画面を構
成すれば数値データの誤読数を減少させ、視
読速度が速くなることが示唆された。高齢看
護師ほど表示画面に示したひらがな文字の
読了に時間を要し誤読の発生も多かった。読
了時間が長いことから、視読能力、視読から
読み上げ作業に時間を要し反応の低下が示
唆された。 
ひらがな文字の読了時間が長くなること

や誤読の発生には、提示する文字サイズ、近
見視力、コンピュータの日常的経験の有無が
影響し、近見能力が高い被験者とコンピュー
タを日常的に使用している被験者は、ひらが
な文字の視読速度が速く正確だった。数値デ
ータの視読実験結果に比べて読了時間が若
干短いこと以外は数値データの視読実験と
同じ傾向だった。 
病院で使用している電子カルテを若齢看

護師、中齢看護師・高齢看護師が同一の画面
表示を見て看護業務を行っている。その為、
様々な年齢の看護師にとって視読速度が遅
くならず誤認しない文字サイズは大きすぎ



ず小さすぎない視角に直すと 28 分～36 分の
大きさである。 
電子カルテの誤認は、医療ミスにつながる

リスクが高いことから医療安全面でも貴重
な結果を得た。 
③コンピュータ、携帯情報端末（iPad）、紙
媒体の文字（テキスト）による技術知識の理
解に関して，学習のためのプロンプト（＝太
字化，○付け、アンダーラインなどの学習認
知を促進する手がかり刺激）が学習者の学習
効果に対してどのような影響を与えるかに
ついて実験的に検証しプロンプトの影響の
学齢別比較を行った結果、記憶促進に一定の
効果があった。 
特に低学齢ほど有意に効果があることが

実験の結果明らかになった。紙媒体の学習に
おいてプロンプト付加という能動的学習は，
単なる印刷物の太字提示という受動的学習
より記憶への強調効果が高いことが明らか
になった。 
ディスプレイベースの学習では，特に、マ

ウスを用いたプロンプト付加作業は，マウス
等の操作に心的エネルギーを傾注するため
むしろ学習に負の効果があることが、明らか
になった。また宣言的知識においてはその傾
向は低学齢ほど顕著だった。 
④看護師の労働衛生管理の観点から電子カ
ルテへの入力時間の短縮には、画面構成だけ
でなくタッチタイピングスキルの習熟も影
響すると考え、タッチタイピングの習熟のた
めの効果的な休憩のインターバルについて
実験を行った。 
その結果、タッチタイピング練習用ソフト

を利用したタイピング実験において長い時
間のタイピング練習と長い休み長いタイピ
ング練習より短時間のタイピング練習と短
時間の休憩を繰り返すほうが、タッチタイピ
ングスキルの習熟に有効だった。タイピング
練習を楽しいと感じた被験者は、タイピング
速度が速くなる傾向がみられた。特に高齢者
の場合楽しみながらタイピング練習をする
ことでタイピング速度が速くなる傾向が強
かった。 
総合的な成果として病院看護師は、患者へ

の援助(観察した内容、日常生活の援助の実
施記録、診療の補助業務の実施記録、看護過
程の展開など)を看護記録に記載しなければ
ならない。今後も病院の情報化によって電子
カルテを用いて記録することが多くなる。そ
の為、病院看護師にとってのユニバーサルデ
ザインを考慮した電子カルテの画面構成は、
誤認を減らし医療安全につながると考える。 
また、電子カルテ導入によって VDT 作業時

間が必然的に長くなるが、タッチタイピング
練習を小刻みな休憩を入れ楽しみながら行
うことでタイピングスキルの習熟につなが
るという実験結果から、VDT 作業時間の短縮
のためのタイピングスキルトレーニングプ
ログラムの計画立案の基礎的な資料を得ら
れた。 

また、紙媒体、コンピュータ、携帯情報端
末のすべてにおいてプロンプト付加を与え
ることで学習効果を促進することから、電子
カルテのトレーニングにおいて、プロンプト
付加を取り入れる基礎的な資料を得た。これ
から病院看護師が電子カルテの取り扱いの
学習時、紙媒体や電子媒体を上手く使い分け
適切にプロンプト付加を指示することで電
子カルテの機能を有効に学習に役立てるこ
とができると基礎的な資料となった。 
今回、病院看護師にとってのユニバーサル

デザインを考慮した電子カルテ画面構成と
労働衛生管理の立場で、様々な実験を行い、
得られた研究成果を国内外で口頭及び論文
で公表した。 
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